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毎日ナ

彦根長浜
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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

９

優
し
さ
を
発
信
す
る
ロ
ゴ

 

作
業
療
法
士
ら
の
チ
ー
ム
考
案

新幹線の魅力たっぷり！
模 型 や 絵 本 、 資 料 を 展 示

直弼の茶道精神を伝える本
継 承 者 ２ 人 が 共 同 で 執 筆

市
内
の
美
し
い
庭
を
１
冊
に

 

愛
好
家
が
調
査
し
出
版

　

鉄
道
開
業
１
５
０
周
年
記
念

「
み
ん
な
の
新
幹
線
展
」
が
長
浜

市
北
船
町
の
長
浜
鉄
道
ス
ク
エ
ア

で
開
か
れ
て
い
る
。
10
月
10
日
ま

で
。

　

１
９
６
４
年
に
開
業
し
た
新
幹

線
は
、
今
年
、
西
九
州
新
幹
線
が

新
た
に
開
業
し
、
２
０
２
４
年
に

は
北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
が
開
業
を

　

国
指
定
名
勝
の
慶
雲
館
庭
園

（
港
町
）
や
浄
信
寺
庭
園
（
木
之

本
町
）
な
ど
に
加
え
て
、
古
木
の

枝
ぶ
り
が
豪
快
な
平
庭
（
吉
田
豊

邸
）
や
武
家
の
豪
傑
さ
を
伝
え
る

力
強
い
庭
（
池
憲
明
邸
）
な
ど
個

人
宅
も
掲
載
し
て
い
る
。

　

全
約
１
０
０
邸
の
庭
の
紹
介
に

加
え
、
識
者
に
よ
る
対
談
や
座
談

会
な
ど
も
収
録
。
サ
ン
ラ
イ
ズ
出

版
。
Ａ
５
判
。
１
４
４
㌻
。
２
２

０
０
円
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

彦
根
市
在
住
の
作
業
療
法
士
、

田
中
孝
史
さ
ん
（
42
）
ら
介
護
福

祉
関
係
者
で
作
る
「
チ
ー
ム
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
が
地
域
共
生
の

街
づ
く
り
を
目
指
す
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
発
表
し
た
。
「
Ｕ
」
を
図
案
化

し
、
片
目
を
閉
じ
笑
っ
て
い
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
に
し
た
。

　

「
Ｉ　
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ　
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ

　

Ｕ
」
と
い
う
英
文
バ
ー
ジ
ョ
ン

も
あ
り
、
Ｕ
＝
Ｙ
Ｏ
Ｕ
（
あ
な
た
）

が
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い―

―
と

の
思
い
を
込
め
た
。
２
０
２
２
年

度
県
地
域
共
生
型
社
会
推
進
事
業

の
助
成
金
も
取
得
。
ロ
ゴ
入
り
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
リ
ス
ト
バ
ン
ド

（
各
５
５
０
円
）
な
ど
を
作
成
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.epm

t.jp

）
上
で
販
売
し

て
い
る
。

　

田
中
さ
ん
は
「
こ
の
ロ
ゴ
が
あ

れ
ば
、
街
中
で
困
っ
て
い
る
人
を

手
助
け
し
や
す
く
な
る
の
で
は
。

優
し
さ
を
見
え
る
化
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
街
、
観
光
し
や
す
い

街
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

迎
え
る
な
ど
延
伸
を
続
け
て
い
る
。

　

同
展
で
は
、
新
幹
線
関
連
の
貴

重
な
資
料
や
幼
児
向
け
の
絵
本
な

ど
約
30
点
を
展
示
。
０
系
新
幹
線

ひ
か
り
や
北
陸
新
幹
線
か
が
や
き

な
ど
の
模
型
６
点
も
並
べ
、
改
め

て
新
幹
線
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

子
ど
も
が
楽
し
め
る
よ
う
に
新
幹

線
の
時
速
や
料
金
、
線
路
を
点
検

す
る
列
車
な
ど
を
問
う
ク
イ
ズ
も

あ
る
。

　

彦
根
市
か
ら
家
族
３
人
で
訪
れ

た
中
島
豪
志
さ
ん
（
35
）
は
「
２

歳
の
長
男
が
車
や
電
車
好
き
な
の

で
見
に
き
ま
し
た
。
特
に
『
新
幹

線
の
ぞ
み
』
を
気
に
入
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
、
熱
心
に
展
示
を
眺

め
て
い
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

幕
末
の
彦
根
藩
主
・
井
伊
直
弼

（
１
８
１
５
〜
60
年
）
と
茶
道
の

関
わ
り
を
紹
介
す
る
カ
ラ
ー
書
籍

（
Ａ
５
判
64
㌻
、
税
別
１
４
０
０

円
）
が
出
版
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル

は
「
埋
木
舎（
う
も
れ
ぎ
の
や
）で

培
わ
れ
た
井
伊
直
弼
の
茶
の
湯
」
。

埋
木
舎
は
彦
根
城
中
堀
に
面
し
た

直
弼
の
旧
居
で
、
こ
の
建

物
を
先
祖
か
ら
引
き
継
ぐ

大
久
保
治
男
さ
ん
（
88
）

と
直
弼
の
茶
道
後
継
者
、

前
田
滴
水
さ
ん
（
75
）
が

共
同
で
執
筆
し
た
。

　

直
弼
は
青
年
期
を
埋
木

舎
で
暮
ら
し
、
文
武
両
道

の
稽
古
（
け
い
こ
）
に
励

ん
だ
。
中
で
も
茶
道
は
石

州
流
を
学
び
、
多
く
の
弟

　

長
浜
市
内
に
残
る
優
れ
た
庭
を

紹
介
す
る
本
「
な
が
は
ま
の
お
庭

　

総
集
編
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
愛

好
家
団
体
「
な
が
は
ま
の
お
庭
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
山
崎
弘
子
代
表
）

が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

活
用
し
、
出
版
し
た
。

　

市
内
に
は
小
堀
遠
州
や
辻
宗
範

ら
名
だ
た
る
作
庭
家
が
作
っ
た
庭

が
数
多
く
残
り
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
　
　
　
　
　
　

ト
で
は
10
年
以

　
　
　
　
　
　
　

上
に
わ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

調
査
し
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
は
こ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　

で
シ
リ
ー
ズ
で

　
　
　
　
　
　
　

５
冊
作
っ
た
も

　
　
　
　
　
　
　

の
を
総
集
編
と

　
　
　
　
　
　
　

し
て
１
冊
に
ま

　
　
　
　
　
　
　

と
め
た
。

豊富な写真で直弼の旧宅などを紹介している

刊行された「ながはまのお庭 総集編」

展 示 さ れ て い る 新 幹 線
の 絵 本 を 見 る 親 子 連 れ

子
に
一
期
一
会
の
精
神
を
伝
え
た
。

今
回
の
書
籍
は
、
直
弼
茶
道
の
真

髄
▽
埋
木
舎
各
室
の
案
内
▽
直
弼

の
茶
室
「
澍
露
軒
」
▽
「
埋
木
舎
」

と
「
大
久
保
家
」―

―

な
ど
の
項

目
に
分
か
れ
て
い
る
。
直
弼
に
ち

な
ん
で
最
近
成
立
し
た
「
彦
根
市

茶
の
湯
条
例
」
な
ど
を
解
説
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ラ
ム
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
。
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ズ
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
０
７
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
・
22
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
６
２
７
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
彦
根
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
部
・
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
信
司
】

ロゴをあしらった商品＝チームエンパワーメントのインスタグラムより

https://www.epmt.jp/

